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１．施設概要 
 

【施設の名称及び所在地】 

番号 名称 所在地 指定管理者 

①  有馬図書館 海老名市門沢橋一丁目20番41号 
TRC・相鉄企業体 

②  門沢橋コミュニティセンター 海老名市門沢橋一丁目20番41号 

 

【機能】 

 

① 有馬図書館 

構造 鉄筋コンクリート２階建（図書館は１階部分のみ） 

敷地面積 3766.28㎡（面積は門沢橋コミュニティセンターとの合計） 

延床面積 2303.01㎡（面積は門沢橋コミュニティセンターとの合計） 

開館 平成７年５月２日（令和３年５月１日リニューアルオープン） 

蔵書点数 116,646冊（令和７年３月31日現在） 

令和６年度貸出者数 38,420人（令和７年３月31日現在） 

令和６年度貸出冊数 147,792冊（令和７年３月31日現在） 

 

②門沢橋コミュニティセンター 

構造 鉄筋コンクリート２階建 

敷地面積 3766.28㎡（面積は有馬図書館との合計） 

延床面積 2303.01㎡（面積は有馬図書館との合計） 

開館 平成７年４月１日（令和３年５月１日リニューアルオープン） 
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【施設写真】 

 

有馬図書館・門沢橋コミュニティセンター 外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有馬図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

門沢橋コミュニティセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3 

 

評価（A：５点、B：４点、C：３点、D１点） 

２．大項目評価 
 

共通項目  【海老名市立図書館及び門沢橋コミュニティセンター】 

 

１．施設の位置づけ 

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）施設の設置目的・目標に沿った

管理運営を実施しているか。 
B B 

4.0 

有馬図書館と門沢橋コミュニティセンター

は、管理者と職員が設置目的や基本方針を

理解し、仕様書を遵守して運営している。地

域特性を踏まえた事業計画を策定し、イベン

トや貸室確保などで市と協力体制を築いて

いる。両施設は共通の災害マニュアルに基

づき合同消防訓練を実施し、門沢橋は避難

所として地域自治会と連携した訓練にも参加

している。有馬図書館はプライバシーマーク

を取得し、門沢橋は条例や法令を教育やマ

ニュアル化を通じて周知し、継続的に職員教

育を行っている。 

２）施設及び地域の特性を反映し

たサービスの提供が行われてい

るか。 

B B 

３）市が主催・共催する各種イベン

トに支援・協力をしているか。 
B B 

４）災害時等における当該施設の

役割を理解し、備えているか。 
B B 

５）関係法令を職員が正しく理解か

つ遵守しているか。 
B B 

 

２．管理運営のあり方 

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）施設内設備の点検・修繕及び

美化が適切に行われているか。 
B B 

4.1 

当館ではスタッフが巡回点検を行い、管理日

報や報告書に記録することで設備の維持管

理を徹底している。仕様書に基づく年間計画

に沿って点検を実施し、不具合は所管課と

協議の上で対応し美観を保っている。小規

模修繕は内製化を進め、効率的な運営に努

めている。職員は安定しており司書が大半を

占め、緊急対応マニュアルや防犯体制も整

備されている。備品管理は台帳に基づき適

切に行われ、夜間警備は外部業者に委託し

安全確認を毎日受けている。研修は全員が

年1回以上受講し、情報セキュリティや健康

管理を強化している。環境面では照明や空

調の調整、排出物の計量報告を行い、持続

可能な運営を意識している。個人情報は研

修やマニュアルに基づき厳格に管理され、

情報公開も所管課と本社の規定に沿って対

応している。会計処理は複数人確認と伝票

管理により透明性を確保しているが、老朽化

による雨漏りが課題として残されている。 

２）施設・設備の管理に関する業務

について、相当の知識及び資

格、経験を有する者が従事して

いるか。 

B A 

３）利用者の安全・安心を確保する

危機管理の仕組みを構築してい

るか。 

B B 

４）備品が適切に管理されている

か。 
B B 

５）施設の警備・巡回が適切に行わ

れているか。 
B B 

６）職員の資質向上に対する取り組

みが行われているか。 
B B 

７）環境保全に対する取組み方

針、行動が適切になされている

か。 

B B 

８）個人情報の適切な管理を実施

しているか。 
B B 

９）海老名市情報公開条例の趣旨

に則り情報の公開に努めている

か。 

B B 

１０）適正な会計事務が執行されて

いるか。 
B B 
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評価（A：５点、B：４点、C：３点、D１点） 

 

３．利用者の満足度 

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）市民の利用を確保しているか。 B B 

4.2 

門沢橋コミュニティセンターは団体登録の有

無により予約開始時期を分け、来館による先

着制で公平に運営している。館内は靴を履

いたまま利用できる特徴を持ち、車いす利用

者の利便性を高め、多目的トイレも整備され

ている。有馬図書館は障害者向けに点字本

やさわれる絵本を設置し、字幕や音声ガイド

付き映画会を開催するなど特色ある取組を

行っている。両館は接遇研修や定期的なミ

ーティングを通じて接遇力を向上させ、利用

者アンケートや御意見箱を活用して改善を

進めている。アンケート要望に応じた「けやき

テラス」の改修やヨガ教室の拡充、キッズテン

トの設置など、利用者の声を反映した柔軟な

運営を実践している。 

２）市民・利用者の立場に立ったサ

ービスの向上に努めているか。 
B A 

３）利用者に対する職員の接遇が

適切に実行されているか。 
B B 

４）利用者アンケート等を実施して

いるか。 
B B 

５）利用者の意見が反映される仕

組みを構築しているか。 
B B 

 

４．運営の効率性  

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）管理運営経費の縮減を図って

いるか。 
B B 

4.0 

有馬図書館と門沢橋コミュニティセンター

は、備品購入時の複数社比較や価格交渉に

より経費削減を図り、修繕や雑草除去を内製

化して効率的に運営している。両館は全体ミ

ーティングを通じてサービス改善を検討し、

館長同士が情報共有を行うなど協力体制を

強化している。広報面ではホームページや

SNSを活用し、積極的にイベントや施設情報

を発信している。利用者数や稼働率を数値

目標として設定し、令和6年度には門沢橋で

平均稼働率35％を達成するなど成果を上げ

ている。モニタリング結果や本社チェックを基

に改善策を実施し、今後は利用シーンを想

起させるPRによりさらなる利用率向上を目指

す体制である。 

２）施設の機能を最大限発揮する

運営に努めているか。 
B B 

３）積極的な広報活動が行われて

いるか。 
B B 

４）自主事業を適切に実施している

か。 
B B 

５）目標に基づくマネジメントを行

い、数値化した指標を設定し、

遵守しているか。 

B B 

６）管理運営状況をモニタリングし、

改善に努めているか。 
B B 

 

５．収支状況  

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）施設の収支決算状況 B C 

4.0 

物価高騰による消耗品等の購入費やスタッ

フの賃上げを実施したことにより、収入より経

費支出が上回った。当館は2社体制であり、2

社とも指標を超えており、財務面、収益面とも

に優れている。 
２）団体の収支決算状況 B A 
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評価（A：５点、B：４点、C：３点、D１点） 

 

 

個別項目  【海老名市立図書館及び門沢橋コミュニティセンター】 

 

６ 本施設の設置目的・役割に則ったイベント等の開催 

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）幅広い世代に向けた様々なイ

ベントや講座を開催しているか。 
B A 

4.5 

有馬図書館では子どもの年代別に「おはなし

会」などを定期開催し、映画会も子ども向けと

一般向けに分けて実施している。門沢橋コミ

ュニティセンターでは交流会や英語教室に

加え、福祉や防災をテーマとした講座を展開

し、スタッフの提案から企画が生まれている。

両館とも認知症サポーター養成講座を受講

し、バリアフリー映画や健康体操教室など具

体的なサービス向上を図っている。年1回の

アンケートを基に新企画を導入し、夏休みに

は肝試しイベントを開催した。参加者同士の

交流を促す企画や読書週間イベント、地域

講座も実施し、幅広い世代が楽しめる場とな

っている。さらに「グリーンカーテンづくり」な

ど来館者参画型の企画を通じて施設への愛

着を醸成している。 

2）ノーマライゼーションに対する積

極的な取組があるか。 
B B 

３）新たな利用を促進する事業を実

施しているか。 
B A 

４）地域住民の交流の拠点となっ

ているか。 
B B 

 

７．学校図書館支援センターおよび学校対応業務 

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）小学校及び中学校の年間貸出

し冊数は伸びているか。 
B B 

4.7 

貸出冊数は学校行事による休館の影響で増

減があるが全体は前年並みである。市内小

中学校に固定支援員を配置し、教諭と連携

して文庫貸出や展示、ブックトークを行い、

図書館利用を促進している。令和6年度は職

場体験や見学の受け入れを仕様書以上に

実施し、調べる学習コンクールにも積極的に

取り組んでいる。 

２）市内小中学校への司書の派遣

実績があるか。 
A A 

３）学校対応についての実績があ

るか。 
B A 

 

８．施設特有の運営業務について  

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）貸出方法についての利用の工

夫があるか。 
B B 

4.3 

有馬図書館は貸出や返却をセルフ式とし、

予約本受取もプライバシーに配慮した方式

を採用している。資料収集計画は中央図書

館と合同で策定し、除籍も県内所蔵確認を

基準に実施している。司書配置率は94.1％

で郷土資料管理や研修を担い、温故館等と

の連携イベントも行っている。門沢橋コミュニ

ティセンターは他施設との情報交換を通じて

２）蔵書についての選定及び除籍

についての考え方が確立されて

いるか。 

B B 

３）専門人材の配置や施設の適切

な運営に必要な研修の実施がさ

れているか。 

B A 
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評価（A：５点、B：４点、C：３点、D１点） 

４）関連施設との連携体制がある

か。 
B B 

地域連携を強化している。 

 

９．地域、関係機関との連携 

小項目 
自己
評価 

第三者
評価 

達成度
指数 

コメント 

１）周辺施設や地域の団体と連携

し、施設の魅力向上に貢献して

いるか。 

Ｂ A 

4.3 

スポーツ団体の利用増加に伴い、音響設定

やPR支援を行い地域に溶け込んでいる。自

治体回覧板での周知や相鉄グループの特

色を活かした鉄道イベントを実施し、他施設

とも情報交換や協力を重ねて市内イベントの

活性化に努めている。市とのモニタリング会

議や災害対策講座、農家との連携講座、地

域祭りなどを通じて良好な関係を築いてい

る。 

２）関係機関と連携し、情報共有す

ることで、より良い施設運営に寄

与しているか。 

Ｂ Ｂ 

３）市との情報共有が適切に行わ

れているか。 
Ｂ Ｂ 

 

総評  

有馬図書館と門沢橋コミュニティセンターは、地域特性を踏まえた事業計画と利用者目線のサービス改善を

着実に進めている点が際立っている。両館は基本方針を職員に周知し、仕様書や事業計画書に基づく運営

を徹底しており、設備点検や修繕を内製化することで効率的かつ経済的な管理を実現している。職員の司書

割合は高水準であり、研修やレファレンス対応を通じて専門性を維持し、接遇研修や定期的なミーティングに

よりサービスの質を向上させている。 

イベント面では子ども向けのおはなし会や映画会、福祉・防災講座、健康体操教室など幅広い世代に対応

した企画を展開し、参加者同士の交流を促すことで地域コミュニティの形成に寄与している。さらに、利用者ア

ンケートや御意見箱を活用して改善を重ね、けやきテラスの改修やヨガ教室の拡充など、利用者の声を反映し

た柔軟な対応を行っている。 

広報活動ではホームページやSNSを積極的に活用し、イベントや施設情報を発信することで認知度を高め

ている。数値目標の設定と達成状況の検証を通じて成果を可視化し、門沢橋では平均稼働率が目標を上回る

など成長が確認されている。両館は市や地域団体、他施設との連携を強化し、災害対策講座や農家との協働

企画、地域祭りなどを通じて地域との結びつきを深めている。総じて、両館は安全性、専門性、地域性、持続

可能性を兼ね備え、利用者満足度の向上と地域社会への貢献を一体的に実現に努めている施設である。 
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３．小項目評価 
 

共通項目  【海老名市立図書館及び門沢橋コミュニティセンター】 

 

１．施設の位置づけ 

小項目 評価視点（例） 
自己

評価 

第三者

評価 
コメント 

１）施設の設置

目的・目標に

沿った管理運

営を実施して

いるか。 

施設長をはじめとする現場

の管理者が、施設の設置目

的を理解できている。 

B B 

ヒアリングにより、現場の管理者が施設

の設置目的を理解し、職員も基本方針

を理解できていることが確認された。有

馬図書館及び門沢橋コミュニティセンタ

ーは基本方針を元に事業を企画して

いる。また、事務所に掲示し、ミーティン

グ時に基本方針に触れるなど、職員が

理解するように努めている。 

施設の職員が、自分たちが

掲げている基本方針を理解

できている。 

２）施設及び地

域の特性を反

映したサービ

スの提供が行

わ れ て い る

か。 

事業計画書で提案した指

定管理事業の内容と、同等

レベルになっている。 
B B 

仕様書を遵守しながら運営している。

近隣には農家もいらっしゃる地域特性

を踏まえ、図書館とコミュニティセンター

が一体となっている特徴を活かすように

事業計画を作成している。 

自主事業の内容が施設の

設置目的、地域の特性に

合致している。 

３）市が主催・共

催する各種イ

ベントに支援・

協力をしてい

るか。 

市が主催・共催するイベント

に支援・協力をしている。 
B B 

有馬図書館では市主催のイベントでチ

ラシ配布や設置のほか、イベント内容

に即した関連本展示等を展開してい

る。門沢橋コミュニティセンターは市が

主催する教室などは貸室を確保してお

くなど、管理者が一体となって協力体

制をとっている。 

４）災害時等に

おける当該施

設の役割を理

解し、備えて

いるか。 

防災マニュアル等が整備さ

れており、職員が内容を熟

知しており、防犯上の問題

が生じた際に、職員が適切

に対応できる 
B B 

有馬図書館及び門沢橋コミュニティセ

ンターは、共通の災害緊急時マニュア

ルに基づいた体制を整え、年2回、両

施設合同の消防訓練を実施している。 

門沢橋コミュニティセンターは避難所に

設定されているため、年1回、両施設の

責任者を中心に海老名市主導のもと地

域自治会と合同で実施する避難所運

営訓練にも参加しており、職員はマニ

ュアルを理解している。 

緊急時の連絡体制が構築

されており、避難訓練等を

定期的に行っている。 

５）関係法令を職

員が正しく理

解かつ遵守し

ているか。 

業務に従事する職員は関

係法規等の習得をしてい

る。 

B B 

有馬図書館はPマーク（プライバシーマ

ーク）を取得しており、その基準に準じ

て管理している。門沢橋コミュニティセ

ンターでは海老名市条例、労働安全衛

生法、個人情報保護法、サスティナビリ

ティ等の施設運営に必要な法令は、雇

入れ時の教育、マニュアル化、配布

物、全体ミーティングで周知し継続的

に教育を実施している。 

関係法規等の改正や管理

上の各種取扱い通知等に

的確に対応して取扱われて

いる。 
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【指定管理者からのコメント】 

１）有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンターは基本方針を元に事業を企画している。また、事務所に掲示

し職員が理解するように努めている。 

２）策定した事業計画を基に事業を実施している。有馬図書館では多目的室を使用した「お菓子作り講座」の

ほか、誰でも参加可能な「ボードゲーム」や生涯学習につながる講座の開催など、地域交流や学びの場を提

供している。門沢橋コミュニティセンターでは地元農家を講師に迎えプランターで家庭菜園やふらっとも交流

会の実施のほか、学びとコミュニティの空間として、キッズ英語教室や災害対策講座など施設の特性を生かし

た事業展開を行っている。 

３）有馬図書館では市主催のイベントちらし配布や設置のほか、9月の「世界アルツハイマーデー」、12月の「障

がい者週間」に伴う関連本展示等を展開している。門沢橋コミュニティセンターは市が主催する教室など貸室

の対応、円滑に利用できるよう管理者一同協力体制を行っている。 

４）有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンターは、それぞれ災害緊急時マニュアルに基づき、雇入れ時の教

育や全体ミーティング等で周知、教育等を行うほか、年2回両施設合同で消防訓練も実施している。また門沢

橋コミュニティセンターは避難所に設定されているため、年1回、両施設の責任者を中心に海老名市主導のも

と地域自治会と合同で避難所運営訓練に参加している。 

５）有馬図書館はPマークを取得をしており、その基準に準じて管理している。また、新規雇用時の研修や既存

社員への個人情報保護研修、内部監査も実施し適正に行っている。門沢橋コミュニティセンターでは海老名

市条例、労働安全衛生法、個人情報保護法、サスティナビリティについて等、施設の運営に必要な法令は、

雇入れ時の教育、マニュアル化、配布物、全体ミーティングで周知し継続的に教育を実施している。 

【特記事項】 

 

 

２．管理運営のあり方 

小項目 評価視点（例） 
自己

評価 

第三者

評価 
コメント 

１）施設内設備

の点検・修繕

及び美化が適

切に行われて

いるか。 

仕様書や事業計画書の通

りに、管理・点検が行われ

ている。 

Ｂ Ｂ 

施設内設備の点検はスタッフが巡回し

て適切に実施されており、「管理日報兼

チェックリスト」や「施設巡回点検業務報

告書」に記録されている。 

仕様書に記載されている点検業務は年

間計画をもとに行っており、大きな不具

合等は所管課と相談の上で対応しモニ

タリングにて報告しており、美観が保た

れている。小規模修繕の内製化に積極

的に取り組んでいる。 

 

目に見える損傷等がなく、

利用者が安全に利用でき

る状態が保たれている。 

目に見えるゴミ・汚れ、雑

草や悪臭等がなく、美観が

保たれている。 

定期点検等で報告された

不具合等が適切に処理さ

れている。 

２）施設・設備の

管理に関する

業務につい

て、相当の知

識及び資格、

経験を有する

者が従事して

いるか。 

職員の配置人数や必要と

される資格・経験が、仕様

書および事業計画書のと

おりに運用されている。

（当日人数ではなく記録を

確認） 

Ｂ A 

仕様書及び事業計画書の通りに配置し

ており、図書館スタッフ16人中15人は司

書である。また、職員の入れ替えはほと

んどなく、１年未満の新入職員は両館合

わせて1人である。 

職員の入れ替えがあまり

多くはなく、１年未満の経

験が浅い職員は少ない。 
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３）利用者の安

全・安心を確

保する危機管

理の仕組みを

構築している

か。 

緊急対応マニュアル等が

整備されており、職員が内

容を熟知しており、防犯上

の問題が生じた際に、職

員が適切に対応できる。 

Ｂ Ｂ 

緊急対応マニュアルは本社のマニュア

ルを活用し、乱暴行為やわいせつ行為

などのマニュアルも整備し、職員も周知

している。また、防犯上の問題が発生し

た場合の初動対応を適切に行い緊急

連絡網を作成の上、迅速な連絡体制を

図っている。 

４）備品が適切に

管理されてい

るか。 

備品台帳に記載されてい

る備品が、全て揃ってい

る。（３点以上を現物確認） 
Ｂ Ｂ 

備品台帳は所管課と確認の上、管理し

ている。貸出備品は利用後に確認を行

い、損傷があった場合は適宜対応する

ようにしている。 

 

備品等が損傷なく適切に

管理されている。（３点

以上を現物確認） 

５）施設の警備・

巡回が適切に

行われている

か。 

仕様書や事業計画書どお

りに警備業務や施設巡回

業務が行われている。 

Ｂ Ｂ 

事業計画書どおりに施設巡回業務が行

われている。夜間等の警備業務は外部

業者（セコム）に委託しており、「閉館時

安全確認書」の報告を毎日受けている。

鍵の管理も問題点は特に見当たらなか

った。 

 

各室の鍵について保管場

所を定め、持出簿を活用

するなど、適切に管理され

ている。 

６）職員の資質

向上に対する

取り組みが行

わ れ て い る

か。 

施設職員の資質向上に必

要な職員研修を、年１回以

上行っている。 

Ｂ Ｂ 

研修は全スタッフが年に1回以上受講し

ている。ウイルスメール対策や熱中症対

策など、本社の研修を活用している。 

 研修参加者が特定職員に

偏っておらず、全員の資

質向上に資する仕組みと

なっている。 

７）環境保全に

対する取組み

方針、行動が

適切になされ

ているか。 

海老名環境マネジメントシ

ステムに則り、環境保全に

対する取組み方針を取り

決め、職員に周知してい

る。 
Ｂ Ｂ 

利用者が持ち込んだゴミは持ち帰って

もらっている。使用していない部屋の照

明は切り、空調も環境基準に則った設

定温度へ開館前に変更するなど、環境

を意識して取り組んでいる。スタッフ等

によるごみ処理では排出物数量を毎回

計量し、適宜、所管課へ報告をしてい

る。 

方針に則って、取り組みを

実施している。 

８）個人情報の

適切な管理を

実施している

か。 

個人情報保護マニュアル

等が整備されており、職員

が内容を熟知している。 

Ｂ Ｂ 

有馬図書館では個人情報を適切に取り

扱う意識が高く、職員は毎年必ずPマー

ク研修を行い、新規採用時も研修を行

っている。門沢橋コミュニティセンターで

は、相鉄企業統一の個人情報保護マニ

ュアルをもとに教育を実施している。個

人情報は施錠できる書庫に保管してい

る。 

 

利用者の個人情報は、鍵

付きのキャビネットで保管

するなど、適切な管理がな

されている。 

９）海老名市情

報公開条例の

趣旨に則り情

報の公開に努

めているか。 

情報公開についての対応

手順がマニュアルなどで

定められ、実行できる体制

となっている。 

Ｂ Ｂ 

情報公開の対応では当館独自で判断

することはなく、所管課からの要請に応

じ、それぞれの会社規定に則り本社関

係部門とも相談、確認をして対応してい

る。 



 

10 

 

１０）適正な会計

事務が執行さ

れているか。 

経費の出納帳への記載

は、伝票に基づいて行わ

れている。（3項目程度ラン

ダムに実伝票を確認） 

Ｂ Ｂ 

来館者とはリソグラフ利用料やイベント

の材料費徴収などで現金の取り扱いが

発生し、２名以上で確認を行っている。

指定管理に関する経費等の出納はす

べて伝票に基づいて行なわれ、別段口

座で管理され帳簿類も明確に区分され

ている。 

現金の取り扱いが発生す

る場合は、複数チェック体

制が構築され、遵守されて

いる。 

指定管理に関する経費等

は、別段口座で管理され、

帳簿等も明確に区分され

ている。 

 

【指定管理者からのコメント】 

１）有馬図書館では毎日定期的な巡回や消毒を行い、利用者が安全に利用できるように努めている。門沢橋コ

ミュニティセンターでは、管理や受付職員による日常巡回点検、及び作業中に目視による点検を行い、危険個

所の把握と安全性の確認のほか、月に１度設備係員による点検も実施している。仕様書に記載されている点検

業務は年間計画をもとに行っており、発見した不具合等は所管課と相談の上で対応しモニタリングにて報告し

ている。 

２）仕様書及び事業計画書の通りに配置している。 

３）救急対応マニュアルを作成し周知している。また、防犯上の問題が発生した場合の初動対応を適切に行い

緊急連絡網を作成の上、迅速な連絡体制を図っている。 

４）備品台帳を作成し所管課とともに確認の上、管理している。貸出備品は利用後に確認を行い、損傷があった

場合は適宜対応するようにしている。 

５）職員による定期的な施設内巡回を行い、職員不在時は機械警備による防犯対策を実施している。各室の鍵

は暗証番号式のキーボックス、職員不在時は施錠しているキャビネットに保管し、使用の際は鍵持出簿に記入

し管理している。 

６）有馬図書館では、新規職員への接遇研修等を行い、既存社員は毎年レベルに合わせたテーマ別研修（危

機管理、児童サービス、選書等）を偏らないよう受講している。また、館内整理日や朝礼等でも業務のすり合わ

せを行い、全体的に資質向上を図っている。門沢橋コミュニティセンターは、安全衛生教育、個人情報保護研

修など全体ミーティングを通して実施し、普通救命救急講習は職員全員が受講している。 

７）環境保全の一環としてゴミの分別、また利用者様には持ち込んだゴミはお持ち帰り頂き、各自で処分して頂

くようお願いしている。電気の利用も使用していない部屋の照明は切り、空調も環境基準に則った設定温度へ

開館前に変更している。他、ごみの排出物数量を毎回計量し、適宜、所管課へ報告をしている。 

８）有馬図書館では、新規採用時の研修に加え、既存職員は毎年必ずPマーク研修にて個人情報の取扱いの

確認や共有を行うなど高い意識で業務に取り組んでいる。門沢橋コミュニティセンターでは、相鉄企業統一の

個人情報保護マニュアルをもとに教育を実施しており、個人情報は施錠できる書庫に保管している。Pマーク研

修も受けている。 

９）所管課からの要請に応じ、それぞれの会社規定に則り本社関係部門と相談の上で対応している。 

１０）経費の出納に関しては全て伝票に基づいて行っている。現金取り扱い時には、2名以上で確認を 

行っている。また、指定管理に関する経費等は、別段口座で管理され帳簿類も明確に区分されている。 

【特記事項】 

・老朽化による雨漏りが発生している箇所があり、昨今多くなっているゲリラ豪雨時はほぼ発生している状況で

ある。 
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３．利用者の満足度 

小項目 評価視点（例） 
自己

評価 

第三者

評価 
コメント 

１）市民の利用を

確保している

か。 

施設の利用申し込みにつ

いて、特定団体に偏ること

のないよう、対応ルールが

整備されている。 

Ｂ Ｂ 

門沢橋コミュニティセンターでは、施設

利用の予約は団体登録している場合3ヵ

月前の同日から、登録していない場合

は１ヵ月前の同日から予約できる。直接

来館しての先着予約申し込み制となっ

ている。 

２）市民・利用者

の立場に立っ

たサービスの

向上に努めて

いるか。 

年齢や障がいの有無等に

関わらず、あらゆる市民が

利用しやすいように工夫を

行っている。 

Ｂ A 

有馬図書館では、コミュニケーションボ

ードの設置やルーペの貸し出しなどに

加え、点字本やさわれる絵本等をカウン

ター前の目立つ箇所に設置し、障害の

ある方などの利用促進を図っている。イ

ベントでは字幕や音声ガイド付きの「バ

リアフリー映画会」を年１回実施し、当館

ならではの特徴となっている。 

門沢橋コミュニティセンターは、海老名

市内で唯一、靴をはいたまま利用できる

コミュニティセンターとなっている（レクリ

エーション室だけは除く）。そのため、車

いす利用者はストレスを感じることが少

なく利用ができる。各階に多目的トイレ

を設置して利便性を高めている。 

３）利用者に対

する職員の接

遇が適切に実

行されている

か。 

施設職員が接遇マニュア

ルを熟知している。（マニュ

アルがない場合は、全員

が同じ対応ができているか

を確認のこと） 

Ｂ Ｂ 

有馬図書館では、入社時の本社開催に

よる接遇研修のほか、朝礼や館内整理

日の全体ミーティング等でも研修を行っ

ている。門沢橋コミュニティセンターで

は、接客接遇マニュアルを基に受付や

電話での応対を丁寧に行っている。 

両館とも定期的なミーティングで来館者

への接遇を振り返り、反省と改善策を共

有して接遇の向上に努めている。 

電話での対応で施設名を

明確に名乗り、ビジネスマ

ナーにのっとった言葉使

いを行っている。 

対応が親切で、初めての

来訪者にもわかりやすいよ

うに説明している。 

４）利用者アンケ

ート等を実施

しているか。 

利用者アンケート等を年1

回以上実施し、利用者意

見の収集を行っている。 

Ｂ Ｂ 

利用者アンケートは年1回実施してお

り、海老名市立図書館ホームページを

通じて結果報告を行っている。御意見

箱も常設し書面でもご意見を受け付け

ている。 

利用者が意見や要望を出

しやすいよう、ご意見箱の

設置やウェブサイトでの投

稿ページの設置などに取

り組んでいる。 

５）利用者の意

見が反映され

る仕組みを構

築しているか。 

利用者アンケート等の調

査結果を取りまとめ、課題

の抽出と改善対応を行っ

ている。 

Ｂ Ｂ 

アンケート結果がまとまると確認を行い、

対策を検討している。当館の「けやきテ

ラス」はアンケートに改善の要望が記載

されたことからテーブルやイスの入れ替
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過去1年間で寄せられた苦

情等に対し、適切に改善

策が講じられている。 

えたところ、「居心地のよい空間になっ

た」との声があるなど好評である。 

 

【指定管理者からのコメント】 

１）門沢橋コミュニティセンターでは、施設利用予約は団体登録している場合3ヵ月前の同日から、登録してい

ない場合は1ヵ月前の同日から予約可能。直接来館しての先着予約申し込みであり、公平性が保たれている。 

２）有馬図書館では、コミュニケーションボードの設置、耳マーク、ルーペの貸出、LLブックや点字本、さわれる

絵本等をカウンター前の目立つ箇所に設置して利用促進を図っている。イベントではバリアフリー映画会（字

幕、音声ガイド付き）を、年1回実施している。自動貸出機や検索機等の使い方に困っている方には、積極的

にお声掛けを行うよう心掛けている。門沢橋コミュニティセンターは、エレベーターの設置がされているほか、

職員によるフォローを徹底しており、老眼鏡、荷もつ置き場、サニタリー用品の無料提供、耳マーク、コミュニケ

ーションボード等、利用者への配慮を行っている。また、施設内レクリエーション室以外は土足フリーのため、

車いす利用者もストレスを感じることなく利用ができる。各階に多目的トイレが設置しており、利用者から使いや

すいとご意見もいただいている。 

３）有馬図書館では、入社時の本社開催による接遇研修のほか、朝礼や館内整理日の全体ミーティング等で

も研修を行い、初めての利用者や相手の年齢、事情に合わせ、わかりやすく丁寧な説明と柔軟な対応を心掛

けている。門沢橋コミュニティセンターでは、接客接遇マニュアルのもと受付においての案内や電話での対応

は丁寧に行っている。また、定期的に全体ミーティングでマニュアルを読み返し、接客・接遇への意識向上を

行っている。 

４）利用者アンケートは年1回実施しており、海老名市立図書館HPを通じて結果報告を行っている。御意見箱

も常設し書面でもご意見を頂戴できるようにしている。 

５）アンケートでいただいたご意見、課題についても改善案を市と協議し随時改善を進めている。また、利用者

からの苦情など、都度共有または各館でのミーティング等で改善案を話し合い対応している。 

 

【特記事項】 

・木曜日のみ実施していたリラックスヨガを利用者要望に応えて土曜日も開催することとした。 

・キッズテント（子育て応援コーナー）にて、子育て本・料理本等を配置して、若い世代の父母の誘客に努めて

いる。 

 

４．運営の効率性 

小項目 評価視点（例） 
自己

評価 

第三者

評価 
コメント 

１）管理運営経

費の縮減を図

っているか。 

利用者サービスの水準が

低下しない範囲で、費用

削減に取り組んでいる。 

Ｂ Ｂ 

備品消耗品の購入時には複数社を比

較し、外部業者への発注では価格交渉

を行って経費削減に努めている。簡易

的な修繕や雑草の除去は設備業務知

識を活かし、外注を極力しないようにし

ている。また、独自支出で「けやきテラ

ス」の椅子、テーブルをリニューアルし

た。門沢橋コミュニティセンターでは、館

内装飾を折り紙や裏紙等を活用してい

る。小規模修繕は内製化に積極的に取

り組んでいる。 

２）施設の機能を

最大限発揮す

る運営に努め

ているか。 

現行サービスの改善や新

たなサービスの検討などが

定期的に行われる体制と

なっている。 

Ｂ Ｂ 

有馬図書館と門沢橋コミュニティセンタ

ーの両館とも各館の全体ミーティングを

活用してサービスの改善や新たなサー

ビスを検討している。 
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両館では館長同士が常に話し合ってお

り、双方の情報を共有して協力やサポ

ートをしている。 

３）積極的な広報

活動が行われ

ているか。 

施設や事業について、市

の広報誌以外の多彩な方

法で広報を行っている。 

Ｂ Ｂ 

有馬図書館及び門沢橋コミュニティセン

ターのホームページのほか、Instagram

を活用してイベントや施設の利用方法

を発信している。 

有馬図書館ではFacebookにより館内外

ポスターの掲示、チラシの配布のほか、

児童向け季刊誌「かっぱーにぃ通信」へ

の掲載など、積極的な周知を行ってい

る。 

パンフレットやウェブサイト

等で、施設の利用方法や

利用料金等について、分

かりやすく情報を発信して

いる。 

４）自主事業を適

切に実施して

いるか。 

年間の自主事業実施回数

が、当初の提案内容と同

様レベルになっている。 
Ｂ Ｂ 

自主事業は実施回数、実施内容とも提

案通りに実施している。 

自主事業の実施内容が、

当初の提案内容と同様レ

ベルである。 

５）目標に基づく

マネジメントを

行い、数値化

した指標を設

定し、遵守し

ているか。 

利用者数・稼働率や経費

低減などについて数値化

した目標を設定している。 

Ｂ Ｂ 

有馬図書館では、利用者数や貸出数、

登録者数など前年同月比より上回ること

を数値評価項目として設定している。門

沢橋コミュニティセンターでは、年間利

用者４万人、平均稼働率30％を目標と

している。令和6年度は、前年度比較で

利用者数増、平均稼働率35％は超えて

おり、上昇傾向となっている。 

設定した目標を達成して

いる。 

６）管理運営状

況をモニタリン

グし、改善に

努 め て い る

か。 

施設の管理運営状況や設

定した目標の進捗度合い

をチェックする体制となっ

ている。 
Ｂ B 

両館ともモニタリング結果を基に展示方

法を再検討するなど改善策を実施して

いる。門沢橋コミュニティセンターでは

本社によるチェックも受け、改善策を検

討している。 モニタリング結果を基に、

改善が実施されている。 

 

【指定管理者からのコメント】 

１）費用発生の際は発注時に価格交渉を行い、備品消耗品購入時には複数社を比較している。また簡易的な

修繕は設備業務知識を活かし、各館にて実施している。門沢橋コミュニティセンターでは、施設内の雑草は職

員で対応できる箇所は実施。館内装飾は、折り紙や裏紙、以前作成したものを活用して対応している。 

２）有馬図書館では、現行サービスの見直し等について責任者で話し合い、全体ミーティングや朝礼で全員に

共有している。また新たなサービスについても従業員全員で提案や検討を重ね、開催に繋げている。門沢橋

コミュニティセンターでは月次全体ミーティングにて議題とし改善に努めている。 

３）有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンターのホームページのほか、SNS（Instagram）を活用してイベントや

施設の利用方法を発信している。有馬図書館では他にFacebookや館内外ポスターの掲示、チラシの配布の

ほか、児童向け季刊誌「かっぱーにぃ通信」への掲載など、積極的な周知を行っている。門沢橋コミュニティセ

ンターでは、門沢橋、中野自治会の協力を得て回覧板・地域掲示板にて広報を行っており、当施設、周辺各

コミュニティセンターにもパンフレットを設置している。 

４）自主事業は当初の提案通り実施している。 

５）有馬図書館では、利用者数や貸出数、登録者数など前年比を数値評価項目として設定している。門沢橋コ

ミュニティセンターでは、年間利用者4万人、平均稼働率30％を目標としている。令和6年度は、前年度比較で

利用者数増、平均稼働率35％は超えており、上昇傾向となっている。 
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６）有馬図書館ではモニタリング結果を基に改善を実施している。門沢橋コミュニティセンターでは本社による

チェック、全体ミーティングによりチェック体制を構築している。 

【特記事項】 

・門沢橋コミュニティセンターでは目標としている平均稼働率30％を超えているので、目標の再設定が必要と

思われる。各室の利用率を算出しており、「卒業式でプロジェクターを使いたい」「将棋をしたい」といった目的

で利用する利用者がいることから利用シーンを想起させるPRを行うことで利用率を高めることを検討していただ

ければと思う。 

 

５．収支状況 

小項目 評価視点（例） 
自己

評価 

第三者

評価 
コメント 

１）施設の収支

決算状況 

赤字決算に陥っていな

い。 
Ｂ C 

物価高騰による消耗品等の購入費やス

タッフの賃上げを実施したことにより、収

入より経費支出が上回った。 

２）団体の収支

決算状況 

経常利益率（経常利益÷

売上高×１００（当期経常

増減額÷経常収益×１０

０）がプラスになっており、

赤字決算に陥っていな

い。 

Ｂ A 

当館は2社体制であり、2社とも指標を超

えており、財務面、収益面ともに優れて

いる。 

借入金に依存した資本構

造ではなく、自己資本比率

（自己資本（または正味財

産）÷総資本×１００）が

30％以上となっている。 

流動比率（流動資産÷流

動負債×１００）が１００％

以上となっており、事業継

続の安全性に不安がな

い。 

 

【指定管理者からのコメント】 

１）予算を適正に執行している。 

２）事業継続可能な決算状況である。 

【特記事項】 
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個別項目  【海老名市立図書館及び門沢橋コミュニティセンター】 

 

６ 本施設の設置目的・役割に則ったイベント等の開催 

小項目 評価視点（例） 
自己

評価 

第三者

評価 
コメント 

１）幅広い世代

に 向 け た

様々なイベ

ントや講座を

開催してい

るか。 

児童向けのおはなし会など、

子どもたちが身近に本と触れ

合えるような事業を開催して

いる。 

Ｂ A 

有馬図書館では、定期的なイベントとし

て「おはなし会」、「すくすくありま」、「の

びのびありま」を子どもの年代別に実施

している。映画会では、子ども向けと一

般向けに分けて「ありまでシネマ」等を

開催している。 

門沢橋コミュニティセンターでは、定期

的に「ふらっとも交流会」、「キッズ英語

教室」を開催している他、「手話教室」や

「災害対策講座」など福祉や防災のテ

ーマでもイベントを実施している。そうし

た企画がスタッフミーティングの中から

ボトムアップで生み出されている。 

様々な年代に応じて生涯学

習ができるような教室を開催し

ているか。 

2）ノーマライゼ

ーションに対

する積極的

な取組があ

るか。 

障がい者や高齢者に対して、

事業の参加を促進する体制を

確立している。 

Ｂ Ｂ 

有馬図書館と門沢橋コミュニティセンタ

ーの両館とも、施設職員全員が認知症

サポーター養成講座受講しておりサー

ビス向上に努めている。 

有馬図書館ではバリアフリー映画の開

催、門沢橋コミュニティセンターでは健

康えびな普及員等による健康体操教室

などで具体化している。 

３）新たな利用

を促進する

事業を実施

しているか。 

新たなイベントや教室を開催

するなど、新たな利用者を開

拓し、利用を促進する事業を

開催している。 

Ｂ A 

年1回、スタッフ全員からアンケートを取

って新企画を提案してもらい、館長と責

任者で検討して実施時期や予算などを

決める体制をとっている。これにより、夏

休み企画として、怖いお話の読み聞か

せと館内で肝試しを行う新規イベントを

開催した。 

４）地域住民の

交流の拠点

となっている

か。 

地域住民が相互の交流を深

められるような事業を実施する

ことで、施設が地域の拠点と

なっている。 

Ｂ Ｂ 

イベントに参加した見知らぬ人が交流

できるような企画を実施しており、有馬

図書館では「ボードゲーム」、門沢橋コ

ミュニティセンターでは「ふらっとも交流

会」によりおりがみ工作やぬりえを楽し

み、その作品を館内装飾に活用してい

る。いずれも老若男女の参加者同士が

交流して地域コミュニティの場となって

いる。 

 

【指定管理者からのコメント】 

１）有馬図書館では、定期的なおはなし会として毎月第１日曜日に、0歳～年中向けの「すくすくありま」、毎月

第3日曜日には年中～小学生向けの「のびのびありま」を実施している。映画会は、毎月第１、3土曜日は子ど

も向け、第4土曜日は一般向けの「ありまでシネマ」、第２金曜日の夜には「よるとしょシネマ」を開催している。

子ども読書週間には、ビンゴやスタンプラリーに絡めた読書イベントを開催し１００人以上の子どもが参加、一

般向けでは「古文書講座」「郷土の歴史講座」「ウクレレ教室」「アロマテラピー講座」など幅広い年代の方に楽
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しんでいただけるイベントを行った。門沢橋コミュニティセンターでは、ふらっとも交流会、キッズ英語教室を定

期的に開催し、手話教室や災害対策講座など子供から大人まで参加できるような事業を行っている。 

 

２）施設職員全員が認知症サポーター養成講座受講しておりサービス向上に努めている。有馬図書館では、

バリアフリー映画の開催をおこなっており、どなたでも映画を気軽に楽しんで頂けるよう工夫している。門沢橋

コミュニティセンターでは、健康えびな普及員や管理栄養士の方を講師に招き、健康体操教室等を行ってい

る。また、全職員に対し研修を実施、資料を各自に配布している。 

 

３）有馬図書館では、市と連携した「認知症サポーター養成講座」を初めて開催したほか、図書館司書による

「整理収納講座」など新しいイベントを実施し、多くの方に参加いただいた。合同イベントでは恒例の「カドアリ

まつり」を開催しワークショップなどを行った。令和７年度には「開館30周年」を迎え相模鉄道とのコラボイベント

を実現した。ハンドベルコンサートやカローリング交流会といったカドアリまつりのみで開催しているイベントを

毎回楽しみにしている方も拝見するようになった。定期的に合同イベントを行うことでコミセン・図書館の両方の

イベントへ参加する方が増えている傾向があり、門沢橋コミュニティセンターのふらっとも交流会でも有馬図書

館の本を活用し貸出促進へもつながる工夫をしている。館内装飾についても職員だけで行うのではなく、地域

の方々が制作した作品を装飾・展示し、地域全体で楽しんでいただけるイベントを毎回企画し実施している。

また、地域農家のかたにご協力頂きグリーンカーテンづくりを地域の方と行うなど、育っていくのを利用者と一

緒に楽しめるといった事業を行った。 

【特記事項】 

・子ども読書週間には、ビンゴやスタンプラリーに絡めた読書イベントを開催し１００人以上の子どもが参加、一

般向けでは「古文書講座」「郷土の歴史講座」「ウクレレ教室」「アロマテラピー講座」など幅広い年代の方に楽

しんでいただけるイベントを行った。 

・ 「グリーンカーテンづくり」は集会室の西日を防ぐために植物を植えたもので、来館者に参画してもらって楽し

みながら当館への愛着を醸成する機会にした。 

・ 健康えびな普及員や管理栄養士の方を講師に招き、健康体操教室等を行っている。また、全職員に対し研

修を実施、資料を各自に配布している。 

・有馬図書館では、市と連携した「認知症サポーター養成講座」を初めて開催した。 

 

 

 

７．学校図書館支援センターおよび学校対応業務 

小項目 評価視点（例） 
自己評

価 

第三者評

価 
コメント 

１）小学校及び

中学校の年間

貸出し冊数は

伸 び て い る

か。 

小学校および中学校の貸

出冊数が前年度と同等か

増加している。 

Ｂ Ｂ 

前年と横ばいの推移であるが、学校行

事等により図書館を開館できない期間

があり、貸出冊数の増減は毎年起こっ

ている。 

２）市内小中学

校への司書の

派遣実績があ

るか。 

市内小中学校19校へ司書

を週２回以上派遣してい

る。 

Ａ Ａ 

市内小学校13校、中学校６校に週２回

の支援員を配置し、学校ごとに支援員

を固定しているので生徒とのコミュニケ

ーションが取れている。支援員は学校

の図書館担当教諭や図書館運営に携

わっている教諭等と打ち合わせを行

い、学年文庫や学級文庫への貸出、

学習単元関連資料の貸出のほか、展

示やブックトーク、図書館だより等での

本の紹介を実施し、図書館利用や貸

出につながる支援を行っている。 
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３）学校対応に

ついての実績

があるか。 

学校見学受入や職場体験

学習など学校対応が仕様

書の水準以上に行われて

いる。 

Ｂ Ａ 

令和６年度の職場体験等は２８回、133

人の受け入れを行った。また、見学等

は９回211人を受け入れ、仕様書の水

準以上に行われている。また、「調べる

学習コンクール」へ精力的に取り組ん

でいる。 

 

【指定管理者からのコメント】 

１）・学校行事等により図書館を開館できない期間があり、貸出冊数の増減は毎年起こっている。（参照：年度

末報告書） 

・支援員は、学年文庫や学級文庫への貸出、学習単元関連資料の貸出のほか、展示やブックトーク、図書館

だより等での本の紹介を実施し、図書館利用や貸出につながる支援を行っている。 

２)・市内小学校13校、中学校６校に週2回固定の支援員を配置している。 

・支援員は、図書館担当教諭や図書館運営に携わっている教諭等と打ち合わせを行い、図書館の環境整備、

読書支援、学習支援を行っている。 

３）学校の要請に応え、見学の受入れや職場体験を行っている。 

【特記事項】 

 

 

８．施設特有の運営業務について 

小項目 評価視点（例） 
自己

評価 

第三者

評価 
コメント 

１）貸出方法に

ついての利用

の工夫がある

か。 

貸出し方法について利用者

の利便性向上に資した様々

な工夫がある。 

Ｂ Ｂ 

有馬図書館では貸出、返却、予約本

受取が基本的にセルフ式となってお

り、予約本はラックに置いて受け取る

方式を採用している。誰がどんな本を

利用しているのかを他者に見られな

いようにプライバシーに配慮しており、

手続きの画面操作では操作方法を掲

示して利用しやすいように工夫してい

る。 

２）蔵書について

の選定及び除

籍についての

考え方が確立

されているか。 

海老名市の基本的な考え方

に則ったうえで、適切な基準

がある。 

Ｂ Ｂ 

海老名市資料選定・除籍基準に基づ

き、中央図書館と合同で選書会議を

実施して資料収集計画を作成（1ヵ

年、５ヵ年）している。除籍についても

県内所蔵を確認するなどの基準を設

けて実施している。 

３）専門人材の

配置や施設の

適切な運営に

必要な研修の

実施がされて

いるか。 

レファレンスについて資格者

の配置や研修の受講実績が

ある。 
Ｂ A 

図書館司書は仕様書の基準50％以

上である94.1％の配置となっており、

郷土・行政資料の管理は司書のみが

担当している。司書もレファレンス研

修を毎期受講して研鑽している。 

 

図書館司書等を仕様書の基

準以上に配置している。 

４）関連施設との

連携体制があ

るか。 

中央図書館との連携はもとよ

り市内の他の公共市施設との

連携がある。 

Ｂ Ｂ 

有馬図書館では、温故館や歴史資料

収蔵館との連携イベントを定期的に

行っている。門沢橋コミュニティセンタ
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ーでは他のコミュニティセンター・文化

センターとの情報交換会に参加して

いる他、海老名市公共施設との情報

共有を行っている。 

 

 

【指定管理者からのコメント】 

１）有馬図書館では貸出、返却、予約本受取が基本的にセルフ式となっており、プライバシーに配慮した環境

での利用が可能となっている。画面付近には簡単な操作方法を掲示している。 

２）海老名市資料選定・除籍基準の基づいて資料収集計画を作成（1か年、５か年）し、中央図書館と合同で選

書会議を行っている。除籍についても県内所蔵を確認するなどの基準を設けて行っている。 

３）有馬図書館では基本的にすべての職員がレファレンス対応を行い、郷土・行政資料の管理は司書が従事

している。なお図書館司書については仕様書の基準以上に配置している。 

４）有馬図書館では、温故館や歴史資料収蔵館との連携イベントを定期的に行っている。門沢橋コミュニティセ

ンターでは他のコミュニティセンター・文化センターとの情報交換会に参加している他、海老名市公共施設との

情報共有を行っている。 

【特記事項】 

 

 

 

９．地域、関係機関との連携 

小項目 評価視点（例） 
自己

評価 

第三者

評価 
コメント 

１）周辺施設や

地域の団体と

連携し、施設

の魅力向上に

貢献している

か。 

周辺施設や地域の団体と連

携し、施設の魅力向上に貢

献して 

Ｂ A 

スポーツ団体の利用が、近年増加傾

向となっている。それら団体がイベント

等を企画する際に音響の設定、ポスタ

ー作り、LINE等のSNS発信によるPR方

法などが初めてのことが多く、それらの

相談対応や可能な範囲で実務支援を

行っている。職員も積極的に地域に溶

け込んで取組にあたっていることが見

てとれた。 

 

地域の活動団体と連携し

て、イベント等を企画・開催

している。 

地域資源を活用した地域活

性化への取組みについて団

体の創意工夫によるイベント

等を企画・開催している。 

２）関係機関と連

携し、情報共

有することで、

より良い施設

運営に寄与し

ているか。 

関係機関や地域団体との定

期的なミーティングの開催等

により、第三者の意見の把

握を行い、施設の運営の改

善に役立てている。 

Ｂ Ｂ 

地元の自治体による回覧板に当館の

チラシを加えていただいており、その

依頼時に情報交換を行っている。 

また、相鉄線海老名駅乗務員による鉄

道イベントなど相鉄グループの特徴を

活かしたイベントを実施している。その

他、相鉄企業で指定管理を受託してい

る海老名市内の他施設のリーダーと定

期的に情報交換を行っている。その際

に他の施設のイベントに出展したり、手

伝いでサポートをするなど協力し、市

内の各イベントの活性化に努めてい

る。 
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３）市との情報共

有が適切に行

わ れ て い る

か。 

市と指定管理者で決められ

た経営会議に出席し、市か

らの情報提供や協力依頼な

どを受けている。 

Ｂ Ｂ 

毎月１回、市とモニタリング会議を行っ

て情報共有を行ない、市主催のイベン

トの協力内容を検討し実施している。 

 

【指定管理者からのコメント】 

１）有馬図書館では「海老名おはなしたまてばこ」によるおはなし会を毎月第2・4日曜日に開催いただいてい

る。他にも相鉄線海老名駅乗務員による鉄道イベントなど行うなど。今後も地域と連携した企画を開催して

いく。門沢橋コミュニティセンターでは、図書館との合同イベント「カドアリまつり」等にて、コミセン活動団体に

ハンドベルコンサートや、カローリング交流会の講師を依頼している。また、文芸活動団体中心とした作品展

示会を開催のほか、災害対策講座では海老名災害ボランティアネットワーク様や地域民生委員様にご協力

いただき、地域の方へ声がけをするなど、地域のみんなで考えることができる対策講座を開催。キッズ英語

教室では、市内の中学校の教員だった方を講師に招き、行っている。月一度開催しているふらっとも交流会

にて、文芸活動団体の方へ講師依頼を行っている。 

２）有馬図書館では海老名市社会教育委員議での発表、意見交換を行っている。門沢橋コミュニティセンター

では、門沢橋、中野自治会にて回覧板による広報の協力をいただいており、その際、自治会長へのヒアリン

グを実施している。常日頃より活動団体様と話しを行い、改善すべきところは改善し柔軟に対応している。 

３）毎月１回、市とモニタリングを行い情報共有を行っている。 

【特記事項】 

・地域団体や関係機関との連携については以下があり、良好な関係作りが図られている。 

・災害対策講座では海老名災害ボランティアネットワークや地域民生委員に協力いただき、地域の方へ声が

けをするなど、地域のみんなで考えることができる対策講座を開催した。 

・地域の農家との連携により家庭菜園・寄せ植え講座を実施した。 

・カドアリまつりでは中野自治会・門沢橋自治会の回覧板へ周知協力を依頼、コミセン活動団体とTRC・相鉄

の合同により実施している。 

・そうにゃん撮影会・そうにゃん絵本の読み聞かせなど、相鉄のキャラクターを活用して有馬図書館・相鉄の合

同イベントを開催している。 
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添付資料：海老名市指定管理者第三者評価実施要領 
 

（１）本業務の目的 

本業務は、指定管理者による施設の管理運営及び市民へのサービスの提供について、第三者の立場から検

証及び評価し、評価結果に基づく現状把握、是正及び見直しを行うことで、指定管理者による施設のより良い管

理運営と市民サービスの向上につなげることを目的とする。 

 

（２）対象施設 

名称 

海老名市立有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンター 

 

（３）対象期間 

令和６年４月１日から現地確認の日までの資料等を判断の基礎とし、評価上必要な場合には過去の資料等に

基づき判断する。 

 

（４）評価方法 

事前に対象施設より預かった書類を確認するとともに、現地を訪問し、施設・設備に関するチェック、現場での

資料確認、および職員へのヒアリングを実施し、 指定管理者第三者評価シートに則って評価を行う。 

また指定管理者自身も事前に自己評価を行うこととする。 

 

（５）評価基準 

小項目及び大項目の２段階で評価を実施する。小項目の評価基準はA、B、C、Dの４段階で評価し、評価の基

準及び点数は以下のとおりとする。 

評価点数 評価基準 

Ａ評価（５点） 
提案事項等の実施において、企業独自の工夫や視点を加え、高いレベルで実施されてい

る。 

Ｂ評価（４点） 
提案事項の計画的な実施、実施内容の点検・評価、報告書等での成果の確認や改善の

方向性の明示などが適正に行われている。 

Ｃ評価（３点） 
提案事項の計画的な実施、実施内容の点検・評価、報告書等での成果の確認や改善の

方向性の明示などいずれかにおいて不備や不十分な点がある。 

Ｄ評価（１点）  提案事項の実施において、極めて不十分な点がある。 

 

（ア）指定管理者による自己評価（小項目のみ） 

設定した小項目につき、指定管理者自らが４段階で評価を行う。この評価は、各指定管理者が自身の業務

の達成度を改めて確認し、併せて評価機関による評価の参考とすることを目的とする。 

 

（イ）評価機関による評価（小項目及び大項目） 

小項目評価：設定した小項目につき第三者評価機関が４段階で評価する。 

大項目評価：設定した大項目毎に小項目の評価結果を平均した指数を算出し、小項目評価結果を総合的

な視点で捉えた際に評価できる点や課題につきコメントを付し、評価の統括を行う。 

達成度 達成度評価 

４．５～５．０ 極めて高いレベルで提案事項を履行している。 

４．０～４．４ 高いレベルで提案事項を履行している。 

３．５～３．９ 概ね提案事項を履行している。 

３．０～３．４ 提案事項のかなりの部分が履行できていない。 

２．９以下 提案事項が履行できていない。 
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